
じめて歌舞伎の海外公演がおこなわれたのは、2 代目市川左團次一座による 1928 年のソ連公演で
した。現地において歌舞伎は未知の芸能でしたが、大変な好評を博し、以後各国で公演を重ねて
ゆきます。その過程では「歌舞伎は旅する大使館」というキャッチフレーズも生まれました。

娯楽の多様化が進む今日、日本人にとってももはや日本の伝統芸能を観るのは当たり前のことではなくなり
ました。一方で交通網やインターネットの発達を背景に国境のボーダーレス化は進み、日本の文化は様々な
形で海外に発進されるようになりました。初の海外公演から約 90 年を経た今、歌舞伎は世界でどのように
受け止められているのでしょうか。
数多くの海外公演に出演されてきた中村京蔵氏と、伝統芸能の上演事情に詳しい児玉竜一氏に、歌舞伎の海
外公演の様子を中心に、その国際化の諸相をご対談いただきます。
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「伝統芸能 × 未来」プロジェクト（JPAF）  リリースイベント

このイベントは Zoom を利用して映像を配信する形で行います。
視聴には、Zoom を利用できるパソコン、スマートフォンをご準備いただく必要があります。
双方向のやり取りはありませんので、カメラ、マイクは必要ありません。
対談の最後には、チャット（Zoom 機能）による質問を受け付けます。

主催：お茶の水女子大学
連絡先：グローバルリーダーシップ研究所 比較日本学教育研究部門　

dentogeino@cc.ocha.ac.jp

早稲田大学文学部教授。早稲
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2010 年より現職。早稲田大
学演劇博物館副館長として、
展示等にも携わる。専門は、
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Zoom による生配信


